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1 ．はじめに

　本工事は、仙台塩 港仙台港区向洋地区岸壁
（－14m）付帯施設の基礎工、上部工、消波工お
よび雑工を施工するものである。
工事概要
⑴　工 事 名：仙台塩 港仙台港区向洋地区岸壁
　　　　　　　（－14m）付帯施設築造工事その 2
⑵　発 注 者：国土交通省東北地方整備局
⑶　工事場所： 宮城県仙台市仙台塩 港仙台港
　　　　　　　区内および石巻市仙台塩 港
　　　　　　　石巻港区内
⑷　工　　期：令和元年 5月20日～
　　　　　　　令和元年12月20日

2 ．現場における問題点

　本現場は仙台港向洋地区岸壁（－14m）付帯施
設における工期 7 ヶ月の上部工工事であり、工
期遵守と出来形精度の確保という目標達成のた
め、乗り込み時の現地踏査で確認した問題点に対
して、以下の三つの課題を抽出した。
課題①：上部工のコンクリート打設完了後は型枠
組立のために設置した支保工を撤去する必要があ
り、本工事においては、上部工完成後は作業場所
が海面上となるため、作業足場が必要となった。
作業足場のブラケットは足場板を三点支持できる
よう1.2m間隔で設置したが、施工延長が293mと
長く、足場ブラケット設置箇所数が多くなったこ

とから、撤去作業を安全かつ効率的に行うことが
できる作業足場と昇降設備の設置が課題であっ
た。
課題②：上部工コンクリート出来形確保は、型枠
組立時の形状寸法の厳密化が最も重要な要素であ
るため、型枠組立時の出来形精度向上のための対
策について、検討・導入することした。
課題③：本工事における大型土嚢袋製作に当た
り、土嚢袋の口を作業員が開いた状態で、バック
ホウにて中詰材投入する作業は非効率、かつ、危
険であり、作業の効率化と危険の排除が必要で
あった。
防潮堤途中にある坂路工は100ｍ以上連続した無
筋コンクリートの型枠設置、コンクリート打設、
脱枠を繰り返す作業であったため、工期短縮のた
め、作業省力化の検討を行った。
　上記の三つの課題について対策工の検討・選
定・施工を行った。

3 ．工夫・改善点と適用結果

対策①：支保工撤去時の足場確保
　上部工の支保工撤去時ブラケットを撤去する
ための作業足場と段差2.5ｍ分の昇降施設として、
設備の準備が比較的容易、かつ人力にて簡単に移
設可能である台車式ゴンドラ（図‒ 1）を使用し
た。
本施設は、アンカーやブラケットの設置が不要で
あり、台車の移動のみで、足場移動が可能とな
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り、効率よく、かつ、無事故で支保工ブラケット
の撤去作業を行うことができた。

対策②：上部工コンクリート出来形精度の向上
　上部工コンクリート出来形精度向上策として、
出来形管理項目のうち法線の出入りについては
「レーザー式墨出し器」を導入し、型枠建込時の
天端側の出入り（傾斜）誤差を± 5 mmで管理し
た。（図‒ 2）
　本設備の導入により、若干のバラつきは生じた
ものの法線出入りの出来形精度を概ね型枠組立時
の管理値に近い± 1 cmとすることができた。

図‒ 1 　台車式ゴンドラによる
     　ブラケット撤去状況

図‒ 2 　レーザー式墨出し器による型枠設置確認

対策③：大型土嚢製作の効率化
　大型土嚢袋製作に、バックホウ一台でほとんど
の作業を完了することが可能な「瞬作」（Netis.
No.CG‒110026‒VE）（図‒ 3）を採用した。これ
により、作業員はバックホウのバケットへの取
付・取外のみの作業となり、中詰材投入時にバ
ケット近傍での人力作業がなくなり、安全性が向
上したうえ、一袋当たりの作業時間は50％程度に
短縮したため、効率化も図ることができた。

4 ．おわりに

　本工事は、仙台港向洋地区岸壁（－14m）付帯
施設の延長約300ｍの上部工工事であり、工期は
7 ヶ月と短い現場条件であった。工期遵守と出
来形精度の確保を目標に、上部工支保工ブラケッ
ト撤去時の仮設足場と昇降設備の確保、上部工コ
ンクリート出来形精度向上、大型土嚢製作の効率
化という三つの課題の対策を検討・実施し、工期
を遵守し、所定の出来形精度を確保することがで
きた。また、無事故無災害で工事竣工を迎えるこ
とができ、発注者からも大変高い評価も受けるこ
とができた。これは指導・協力いただいた関係各
位皆様のご協力の賜物であり、この件について、
この場を借りて、深く感謝の意を表すものであ
る。

図‒ 3 　俊作による土嚢袋作成状況




